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【抄録】【抄録】

【問題・目的】保育者のストレスの要因（以下ストレッサーとする）として，人間関係からくるストレッ

サーがあげられる。この，人間関係からくるストレッサーは，自己主張（アサーション）と関連がある

ことが指摘されており，自己主張が苦手な人はストレスを抱えやすいという報告もある。アサーション

は米国で生まれた自己表現の方法であり，自分の主張を一方的に述べることではなく，相手を尊重しな

がら適切な方法でコミュニケーションをとることを指している。保育者は，子ども，同僚，保護者と多

くの人と関わりながら仕事をするため，アサーティブなコミュニケーションの方法を獲得することが求

められる。本研究では，我が国におけるアサーションに関する研究の動向を明らかにし，保育者へのア

サーションの有効性と活用に向けた可能性を考察することを目的とする。

【方法】保育者とアサーションの内容を含む先行研究 10 点の先行研究の概観を行った。

【結果】保育者とアサーションに関する内容を含む先行研究としては，以下のものがあげられた。①保

育者・教諭のアサーション尺度の開発，②保育者に求められるコミュニケーション能力，③保育者のメ

ンタルヘルスとアサーションとの関係，④子どものアサーションをどのように育てるかに関する内容で

あった。

【考察】これまで，保育者を対象としたアサーション研究は非常に少ない。アサーティブなコミュニケー

ションを獲得することは，保育者のストレスの減少やメンタルヘルスの向上に繋がるという効果が期待

できることから，研究の積み重ねが求められる。今後の課題としては，保育者のアサーティブの特徴を

明らかにすることである。保育者と同じ専門職である看護領域においては，アサーティブトレーニング

の有効性が多数検証されていることから，保育の職場を想定したアサーティブトレーニングの開発が求

められる。

【キーワード】保育者，アサーション，自己主張，ストレス
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Ⅰ．問題の所在と目的Ⅰ．問題の所在と目的

1．はじめに1．はじめに

　幼稚園教諭及び保育士（以下，「保育者」と明

記）の不足や，早期離職の問題が深刻化してい

る
1，2）。慢性的な保育者不足や，子育て家庭の変

化に対応する支援の難しさ，労働環境の厳しさ

から，保育者の心身の負担は過重になっている

ことが指摘されており
3，4），子どもの健全な成長

を支えるためにも，保育者の精神的健康を保持・

増進することが求められている。

　保育者の精神的健康やストレスに関しては，

数多くの調査が実施されてきた。保育者のスト

レスの要因となるストレッサーを概観すると，

子どもへの対応・理解の難しさ，同僚・保護者

を含めた人間関係の難しさ，労働条件・処遇等

からくる負担感，自己の能力不足，子育て家庭

の環境や社会的要因からくるものなどがあげら

れている
5-6）。これら保育者が抱えるストレッ

サーのうち，人間関係からくるストレスは特に

精神的な負担が大きいことが指摘されている
7）。

　この人間関係からくるストレスを軽減する効

果が期待できるものとして，アサーションがあ

げられる。アサーションとは米国で生まれた自

己表現の方法であり，自分の主張を一方的に述

べることではなく，相手を尊重しながら適切な

方法でコミュニケーションをとることを指して

いる
8）。看護領域を中心に，アサーティブネス
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尺度の開発や因子分析によるアサーティブタイ

プの分類
9），アサーティブトレーニングが開発

されている
10-11）。Christine，Raver，& Champion， 

& Sardin，& Metzger，& Jones，Coleen，（2000）
によると，アサーティブトレーニングは特に女

性のストレスへの対処に効果があるとされてお

り，メンタルヘルスの向上や，離職の予防への

効果が期待されている
12）。

　保育者の職場ストレスを明らかにした西野・

白井・木村・荒井（2001）によると，人間関係

からくるストレスへの耐性は自己主張のしやす

さと関連があるとしている
13）。保育者は，子ど

も，同僚，保護者と多くの人と関わりながら仕

事をするため，アサーティブなコミュニケーショ

ンの方法を獲得することは，保育者のストレス

の減少やメンタルヘルスの向上に繋がるという

効果が期待できる。

2．アサーションとは2．アサーションとは

（1）アサーションの定義

　アサーションは，1950 年代の米国で誕生し，

我が国においては 1980 年代に平木典子により導

入され
14），1990 年代以降は翻訳版や書籍が次々

と出版されている
15-16）。

　ジーニアス英和辞典によると，アサーション

（Assertion）とは，名詞で自己主張，断言，断定

と訳されている
17）。日本文化における自己主張

という概念は，我が強い，自分の意見を押し通

すという負のイメージもあり，米国と日本にお

けるアサーションの捉え方の違いを指摘する声

もある
16）。そのため，アサーションを導入した

平木（1993）は，あえて和訳を用いず，そのま

まアサーションという言葉を使用している
18）。

　また，アサーションに関連する書籍や論文の

中には，アサーティブ（Assertive）19），アサー

ティブネス（Assertiveness）20）などの表記ある。

そこで，用語の整理をすると，アサーティブは

形容詞であり，自分の意見をはっきり述べる，

積極的に主張するという意味がある 。アサー

ティブネスは，アサーションと同じく名詞であ

り，意味も相手にも配慮した自己主張と訳され

る
21）。また平木（1993）は，アサーティブな態

度のことをアサーティブネスと呼んでいる
22）。

辞典による和訳の他に，アサーションには「率

直な自己表現」というアサーティブな行動と，

「自他尊重」などのアサーティブな態度の側面が

含まれているとされている
23）。

　本研究では，「アサーションとは，自分の気持

ち，考え，信念などを，率直に正直に，その場

にふさわしい方法で表現し，相手が同じように

発言することを推奨しようとする，自他尊重の

自己表現である」という平木（1993）の定義を

使用する
24）。

（2）個人が有するアサーションの特徴について

　アサーションの特徴として，いくつかのタイ

プがあることが明らかにされている。平木（1993）
は，自己表現の特徴を 3 つのタイプに分類して

いる。 
　一つ目は，ノンアサーティブ（非主張的）な

自己表現である。これは，自分の気持ちや考え，

信念を表現しなかったり，しそこなったりする

ことで，自分から自分の言論の自由（人権）を

踏みにじっているような言動のことである 25）。 
　二つ目は，アグレッシブ（攻撃的）な自己表

現である。これは，自分の意見や考え，気持ち

をはっきりと言うことで，自分の言論の自由を

守り，自分の人権のために自ら立ち上がって，

自己主張するタイプである。相手の言い分や気

持ちを無視，または軽視して，結果的に，相手

に自分を押し付ける言動のことである。

　三つ目は，アサーティブ（主張的）な自己表

現である。これは，自分も相手も大切にした自己

表現のことである。こうした 3 つのタイプの自己

表現は各自がそれぞれすべて行っているのが普

通であり，相手や状況によって変化すると言われ

ている 26）。

　これに対して，アメリカでは四つ目のタイプ

（間接的攻撃的）の存在を認めており，看護師

を対象にアサーションのタイプを検討した渋谷

（2007）は，消極的かつ攻撃的な自己表現のタイ

プを明らかにしている
27）。アサーションは，職

業による影響を受けるという指摘もあり
28），保

育者がどのようなアサーションの特徴を有して

いるのかを明らかにすることは，より効果的な

アサーティブトレーニングの開発につながると

いう効果が期待される。

（3）アサーションを測定する尺度について

　アサーションを測定する尺度については，欧

米で作成されたものの翻訳版と，日本オリジナ

ル版がそれぞれ作成されている。アサーション
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を測定する尺度として代表的なものとして以

下 2 つあげる。一つ目は，Rathus Assertiveness 
Schedule（以後 RAS）があげられる。これは日

本語版が作成されており，信頼性・妥当性が検

討されている，世界各国で最も使用されている

検査である
29-30）。二つ目としては，College Self-

Expression（以後 CSES）をあげる。この検査は，

他者との関係における主張性の程度を測定する

という特徴をもっており，こちらも日本語版が

作成されている
30-31）。

　アサーションは自他尊重に基づく自己表現と

されているが，アサーションの構成概念を一次元

と多次元から論じるものがあるとされている
32）。

この場合，RAS は一次元として捉えることがで

き，個人の自己表現行動の在り方を把握するこ

とができるという特徴がある。一方，CSES や菅

沼のアサーティブ・チェックリストは多次元尺

度に分類され，他者との関係を捉えることがで

きるという特徴があげられる。

　谷口・永野・佐々木（2005）は，アサーティ

ブトレーニングの実施により，対人関係が円滑

になり，自己肯定的な気持ちが生じる，ストレ

スが低減するなどの効果がみられる一方で，ア

サーティブな行動の側面を測定する従来のア

サーション尺度では，その変化がとらえられな

いことを指摘している 33）。また，定義にも様々

な捉え方のあるアサーションについては，他者

との相互作用や，集団の力が発生することから，

個人のアサーションを測定することが難しいと

言われている概念である
34）。今後，保育者への

アサーション研究を進めるにあたっては，一次

元か多次元かという検討や，信頼性・妥当性の

高い測定尺度の開発を検討していくことが必要

であろう。

Ⅱ．本研究の目的Ⅱ．本研究の目的

　本研究では，保育者へのアサーションの活用

に向けた可能性を考察することを目的とする。

保育とアサーションに関連のある先行研究から，

我が国における保育とアサーションの研究の概

観を明らかにすることとした。

Ⅲ．研究の方法Ⅲ．研究の方法

　本研究の目的にあった文献を選択するため，

電子ジャーナルベース国立国会図書館サーチ，

CiNii，Tulips Search，Google Scholar を使用した。

キーワードとして，「保育」「保育者」「保育士」

「幼稚園教諭」「アサーション」「アサーティブ」

「アサーティブネス」「自己表現」「自己主張」「コ

ミュニケーション」を用いた。保育とアサーショ

ンの内容を含む先行研究を調べると，10 点の先

行研究があげられた。この先行研究を基に，概

要をまとめていく。

Ⅳ．結果と考察Ⅳ．結果と考察

　保育とアサーションについて関連のある先行

研究 10 点について，研究の概要をまとめたもの

を Table 1 に示した。1980 年代に日本に取り入

れられたアサーションは，2000 年代以降から保

育・教育の場においても研究がすすめられてき

た。この結果を基に，我が国で行われている保

育とアサーションについての先行研究の概要を

まとめる。 

1．保育者用アサーション尺度について1．保育者用アサーション尺度について

　保育者のアサーションを測定する尺度として

は，西野・白井・木村・荒井（2001）が行った，

自己主張尺度があげられる
45）。保育者の自己主

張の対象として，保護者・同僚・上司・家族の

4 つを想定して，「文句を言う」「頼みごとをす

る」「会話を始める」「要求を断る」「個人的意見

を言う」「不快を表す」「自分の権利を述べる」8
項目からなる質問紙を作成している。この尺度

の特徴としては，他者との関係を捉えることが

できるという多次元尺度になっている点である。

　また，柴橋・槇（2013）は，保育者同士の関

係に焦点を当てて，自己表明と他者の表明のの

ぞむ気持ちに関する尺度を開発している。因子

分析を行なった結果，保育者同士の関係におけ

る自己表明としては，嬉しさの表明と提案・意

見の表明の 2 因子を明らかにしているが，他者

の表明を望む気持ちにおいては 1 因子構造と

なっている 46）。

　上記の結果から，保育者のアサーションを測

定する尺度の開発は非常に少ないということが

分かる。保育者のアサーションの傾向を捉える

ためには，保育者個人が持つアサーションの特

徴を明らかにすることが必要であると考える。
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2．保育者に求められるコミュニケーション能力2．保育者に求められるコミュニケーション能力

についてについて

　保育者に求められるコミュニケーション能力

についてはいくつかの報告があげられる。杉山

（2018）は，保育者同士，対保護者の視点から，

保育者に求められるコミュニケーション能力の

調査を行っている。保育者同士のコミュニケー

ションにおいて難しさを感じた際の状況につい

ては，相手への伝え方・受け取り方の違い，コ

ミュニケーションをとるタイミング，自分の受

け止め方，相手の性格や気質を理解した上での

コミュニケーションが求められるとしている。

また，保護者とのコミュニケーションについて

は，話す内容がわからない，伝えにくい内容を

話す，自分の想いが伝わらないなどの，保護者

の個性をつかんだ個別的な対応が難しいことを

報告している 47）。また，庭野（2018）は，保育

者が保育者間，保護者，子ども，若い保育者や

保育学生等の多くの人との関りの中でのコミュ

ニケーションを求められる職業であることを指

摘している
48）。

　このように，保育者は様々な人と接する職業

であることから，高いコミュニケーション能力

が求められていることが分かる。しかし，この

コミュニケーションの方法については，それぞ

れの幼稚園や保育所（以下保育施設とする）が

 9

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

No 著 者
名 

年 タイトル 概要 

１ 西 野

ら 35) 

 

2001 保育者のストレスに関する基礎的研
究 

保育所に勤務する者（保育士164名，その他栄養士・
調理士，用務員39名）。ストレス耐性と自己主張の
しやすさの関連についての質問紙調査。 

２ 
 

槇 ら
36) 

2010 保育の職場と表現－自己表現を大切
にする保育園でのフィールドワーク

から－ 

W 保育園の取り組みをインタビューと質問紙調査

により調査 

３ 石 川
37) 

2012 幼児の自己主張に対する保育者の意
識と援助－「いや」という場面を中心

に－ 

保育者285名。質問紙調査。子どもの自己主張場面
における保育者の意識の調査。 

４ 高橋 
38) 

2012 幼児教育・保育におけるアサーショ
ン・トレーニングのイメージ 

保育経験者2名。アサーション・トレーニングに対
するイメージをPAC分析により調査。 

５ 奥 田

ら 39) 
2012 感情共有コミュニケーション尺度開

発の試み 
福祉専門職423名（知的障害者施設，高齢者福祉施
設，保育所）。質問紙調査。 

６ 柴 橋

ら 40) 
2013 保育者の「自己表明」および「他者の

表明を望む気持ち」：職場適応感との

関連に焦点を当てて 

幼稚園150名，保育所40名の保育者190名を対象
とした質問紙調査。 

７ 庭野 
41) 

2017 保育者に求められるコミュニケーシ
ョン能力に関する研究 

文献検討とグループインタビュー 

８ 杉山 
42) 

2018 保育者の専門性としてのコミュニケ
ーション能力  
－初任保育者を対象とした調査結果

を踏まえて 

初任保育者（195名）への質問紙。新任保育者の保
護者や保育者に対するコミュニケーションの実態調

査。 

９ 加 藤

ら 43) 
2019 大学生の人間関係力育成に関する研

究の動向と保育者養成教育への活用

に向けて 

人間関係力を育む保育者養成教育について検討する

ため，大学生の人間関係力育成に関する国内の文献

検討。 
10 張ら 

44) 
2019 保護者－保育者間のコミュニケーシ

ョンに関する保育者の語り 
フリー保育士1名へのインタビューの分析 

表1 保育とアサーションに関する先行研究一覧 

表 1．保育とアサーションに関する先行研究一覧
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保有する体質により異なることが指摘されてい

る
49）。槇・柴橋（2010）は，アサーションを含

めたコミュニケーションの方法の良し悪しが，

保育施設によって大きく異なるとしている。ま

た，そこには園長やベテラン保育者の影響が強

いことを指摘している
50）。このことから，保育

者とアサーションの関係においては，保育者個

人が有する特性の他に，保育者がおかれる保育

施設の文化により影響を受けることを考慮する

必要がある。

3．保育者のメンタルヘルスとアサーションとの3．保育者のメンタルヘルスとアサーションとの

関係関係

　保育者の職場ストレスは，人間関係からくる

ストレスが大きく，このストレスは自己主張の

しやすさと関係があることが指摘されている
51）。

奥田・尾野・荒木・茂木（2012）は，保育者を

含む福祉専門職者に対して，アサーションの概

念も含む感情共有コミュニケーション尺度を開

発し，精神的健康度と合わせて調査を行った。

その結果として，感情共有コミュニケーション

が福祉専門職者の精神的健康に与える影響を以

下のように報告している。福祉専門職者の多く

は，職場で自分の感情を表現するべきではない

という意見がある一方で，精神的健康度 GHQ12
との関連では，自分の気持ちを他者と共有する

努力が不安や抑うつを改善するという結果を示

した。加えて，感情を表現する程度を低・中・

高群に分けた場合，中群にあたる者が，精神的

に健康であるとした 52）。

　このことから，感情表現ができる者が，精神

的健康上状態が良いとは限らないことが分かる。

保育者のアサーションについては，精神的健康

度を合わせて調査することで，ストレス低減と

の関連についても明らかにすることが求められ

る。

4．子どものアサーションをどのように育てるか4．子どものアサーションをどのように育てるか

についてについて

　子どものアサーションをどのように育ててい

くかについて焦点を当てた研究としては，子ど

もの自己主張場面に対する保育者の意識を調査

した研究があげられる。石川（2012）によると，

保育者は子どもの素直な思いや自己表現に対し，

集団への協調を意識して関わっていることを明

らかにしている
53）。また，自己表現を大切にす

るＷ保育園のフィールドワークをまとめた槇ら

（2010）によると，自己表現を大切にするこの保

育所では，子どもたちが自分の言い分を主張す

るだけでなく，相手の意見に耳を傾ける姿を報

告している
54）。

　これらの結果から，保育者は子どもに対して，

自分の意見を主張することだけでなく，相手の

話を聞くことに主眼を置いて接していることが

分かる。これは，集団や場の雰囲気を読むとい

う日本文化特有のコミュニケーションの在り方

を重要にしているのではないかと考える。

Ⅴ．おわりにⅤ．おわりに

　本研究では，我が国におけるアサーションに

関する研究の動向を先行研究から明らかにし，

保育者へのアサーションの有効性と活用に向け

た可能性を考察することを目的とした。

　これまでの保育とアサーションに関する先行

研究を概観すると，1．保育者用アサーション尺

度について，2．保育者に求められるコミュニ

ケーション能力について，3．保育者のメンタル

ヘルスとアサーションの関係，4．子どものア

サーションをどのように育てるかという内容に

分類することができた。

　では，保育者へのアサーションの有効性につ

いて考えていきた。榊原・富塚・遠藤（2017）
によると，保育者が自分の気持ちを表に出し，

他者と共有するということは，精神的健康度

GHQ の不安や抑うつを改善することを報告して

いる 55）。このことから，自他尊重に基づく自己

表現であるアサーションを身に付けることは，

精神的健康度を保つ上で重要であると考える。

保育者は，職務にふさわしい感情を自ら誘発し

たり，抑圧したりすることが求められることが

あり，このように自分の感情をコントロールす

ることを感情労働という
56）。保護者支援におけ

る感情労働をインタビューにより調査した神谷

（2013）によると，保育者は保護者に対して否定

的な感情を抱いた場合，その感情を「隠蔽」し

て対応することを明かにしており，これも保育

者の専門性であることを指摘している
57）。アサー

ションとは，必ずしも自分の意見を主張するの

ではなく，主張しないことを選択することもア

サーションがもつ権利の一つであるとされてい

る
58）。このようなことから，保育者がアサーティ
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ブな態度を身に付けることは，保育者の専門性

の向上にも繋がる重要な概念であると考える。

　また，保育者は子どもだけでなく，保護者や

同僚など多くの人と関り仕事を進めていく中で，

相手により自己主張やコミュニケーションの方

法を変えることが求められている。保護者への

支援については，傾聴が重要であり，保護者の

課題を引き出し問題解決に向けた対策及び保護

者自身が自己決定できるようにしていくことが

重要である 59）。しかし，これまでの先行研究に

おいて，保育者と保護者に焦点を当てたアサー

ション研究は筆者の知る限り見当たらなかった。

園田（2002）によると，臨床の場面でアサーショ

ンを志向する場合，与えられた「役割」と，自

分自身の気持ちに折り合いを付けていくことが

求められるとしている
60）。現在，保護者支援の

内容が多様化複雑化していることからも，保育

場面を想定したアサーティブトレーニングの開

発が有効であると考える。

　最後に，近年，人間関係を円滑に進め，また

個人の精神的健康にもつながる自己表現の方法

としてアサーションが注目されている。日本の

文化の中において自己表現という概念は，我が

強いなどと悪いイメージで捉えられる傾向もあ

る。しかし，アサーションの中には，自己表現

する他に，自分の意見を主張しないでいる，自

分のことを自分で決めるなどがあげられる 61）。

アサーションを提唱した Alberti et al.（1990）に

よると，すべての人間は個人として平等であり，

基本的人権を有していることを前提に，他人を

傷つけない限り，誰でもアサーションの権利を

持っているとした
62）。基本的人権を保障した自

己主張こそがアサーションの正しい捉え方であ

る。今後，保育者がアサーションについての基

本的な概念を理解し，アサーションの仕方を身

につけることは，保育者の支援へ繋がるという

大きな効果が期待できる。　
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【【abstract】】
【Purpose】One of the factors that cause stress (after this referred to as "stressor") for preschool teachers is the 
stressor resulting from interpersonal relationships. Psychologists say this stressor is related to self-assertion, and 
reports indicate that people who are not good at asserting themselves are more vulnerable to stress. Assertions are 
a method of self-expression born in the United States.  It refers to communicating appropriately while respecting 
the other person, rather than pressing a one-sided statement. Preschool teachers need to acquire assertive 
communication methods because they work with many people, such as children, colleagues, and parents. This 
study aims to clarify Japanese research trends on assertions and examine the possibility of utilizing assertion 
methods for preschool teachers.
【Methods】We reviewed 10 previous studies,  featuring preschool teachers and assertions. 
【Results】Studies featuring preschool teachers and assertions highlighted the following five subjects.
1. Development of assertion scales for preschool and school teachers.
2. Communication skills required for preschool teachers.
3. Relationship between preschool teachers' mental health and their assertions.
4. How to raise children's assertions.
【Discussion/Conclusion】So far, there have been very few assertive studies targeting preschool teachers. 

Acquiring assertive communication skills can be expected to reduce preschool teachers' stress, leading to their 
improved mental health. Therefore, further research is required. The remaining task is to clarify the characteristics 
of preschool teachers' assertiveness. In nursing, which is a similar profession as childcare, the effectiveness of 
assertive training has been verified in large numbers. So, it is necessary to develop assertive training that assumes a 
childcare workplace.

【Key words】Preschool teacher, assertive, self-assertion, stress
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